
第62期　中間期 事業のご報告

平成23年 4月 1日から平成23年 9月30日まで



株主のみなさまへ                                  

 

 

  株主のみなさまには、ますますご清栄のことと拝察申しあげます。 

  平素は、当社グループの事業運営につきまして格別のご支援、 

  ご協力を賜り厚くお礼申しあげます。 

  当社グループの第 62 期 中間期の事業の概況及び業績について 

  ご報告申しあげます。 

 

 

 

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、東日本大震災、原発事故による電力の供給懸念等により

企業活動水準が低下し、また欧米における金融不安の拡大と円高の影響により輸出産業を中心に、先行

き不透明な情勢で推移いたしました。 

また、当社グループを取り巻く事業環境におきましては、国内の設備投資の抑制が続く厳しい状況の中、

エネルギー供給源の多様化など環境も変わりつつあります。 

こうした情勢のなか当社グループ各社は、コストダウンをはじめ、積極的な営業活動とともに採算性の向

上に取組んでまいりました。その結果、当中間期の連結売上高は、50億5千1百万円（前年同期比3億3千7

百万円増収）となりました。 

利益につきましては、グループ全般にわたって総コストの削減及び生産効率の改善などに努めましたも

のの、営業損失は 1 億 5 千 1 百万円(同 1 億 6 千 8 百万円赤字縮小)となりました。 

また、経常損失は課徴金等引当金戻入額の計上等により、2 百万円（同 2 億 92 百万円の赤字縮小）、中

間純損失も１千７百万円(同 2 億 7 千 3 百万円赤字縮小)となりました。 

今後の経済の見通しにつきましては、世界的な経済不況に伴い、当社グループを取り巻く国内関連業界

は、厳しい経営環境下にあり、急速に需要が回復することは見込めない状況にあると予想されます。 

このような状況のもと、当社グループ各社は、引き続き利益確保に向け売上の拡大、あらゆるコストの削

減に努めていく所存であります。 

なお、当社は平成 24 年 3 月期の期末配当につきましては未定でありますが、早期に復配を実現すべく

努めており、収益状況を勘案して今後発表する予定でありますので、何卒ご理解いただきますようお願い

申しあげます。 

株主のみなさまには、今後ともより一層のご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。 

 

 

平成２３年 １２月 

取締役社長 野 村
の む ら

實 也
ま こ と
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営業の概要                                      
 

セグメント別の営業状況 

 

《高圧機器事業》 
 

高圧機器事業は、主力製品である小型 LP ガス容器の 

販売数量はほぼ横ばいで推移しましたが、一般高圧ガス用 

容器が増加しました。 

また、LP ガス充填設備などのプラント工事の受注も増加 

した結果、事業全体では前年同期比 11.3％増加し、26 億 

4 千 7 百万円となりました。 

セグメント利益は総コストの削減及び生産効率の改善等に 

より、前年同期 55 百万円の赤字から 1 億 7 百万円改善し、 

52 百万円となりました。 

 

 

 

《鉄構輸送機事業》 
 

鉄構輸送機事業は、鉄構製品の受注は増加したものの、 

コンベヤ設備を主体とした搬送機器の工事量が減少した 

ことにより、事業全体では前年同期比 12.7％減少し、3 億 

8 百万円となりました。 

セグメント利益は総コストの削減及び生産効率の改善等 

により、前年同期 21 百万円の赤字から 25 百万円改善し、 

3 百万円となりました。 

 

 

 

 

《施設機器事業》 
 

施設機器事業は、当事業の主力製品である飼料タンク及び 

環境資材の受注が増加したことにより、事業全体では前年同期 

比 29.5％増加し、6 億 4 千 5 百万円となりました。 

セグメント利益は前年同期 23 百万円の赤字から 23 百万円 

改善し、0.8 百万円となりました。 
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小型ＬＰガス容器 

 

ダム昇降設備 

 
飼料タンク 



営業の概要                                      

 

 

《運送事業》 
 

運送事業は、安全、安心な輸送サービスの提供と 

品質向上に努めるとともに、積極的な営業活動を展開 

しましたものの、前年同期比 2.2％減少し、14 億 4 千 

9 百万円となりました。 

セグメント損失は総コストの削減等により、昨年同期 

32 百万円から 4 百万円赤字縮小し、28 百万円となり 

ました。 

 

 

 

 

 

 

－主要営業品目－ 
 

高 
圧 
機 
器 
事 
業 

高圧ガス容器（ＬＰガスおよびその他の高圧ガス）、ＬＰガスバルク貯槽、 

ＬＰガス貯槽、その他の高圧ガス貯槽、その他の高圧ガス製造・消費プラント 

および関連設備の製造販売 

鉄
構
輸
送
機
事
業 

搬送機器設備の設計施工、インナーカバーおよびその他各種鉄構製品の 

製造販売、トランスケースの製造 

施
設
機
器
事
業 

飼料用タンクおよびコンテナ、廃水処理装置、畜産機材、薬品タンク、 

脱臭装置およびその他各種ＦＲＰ（強化プラスチック）製品の製造販売 

運
送
事
業 

一般区域貨物運送業、引越業、倉庫業 
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引越業 



資　　産　　の　　部

固 定 資 産

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

　資産合計は、たな卸資産が3億6百万円増加したものの、現金及び預金が6億40百万円、

　受取手形及び売掛金が5億57百万円、その他流動資産が金銭の信託を主体に2億31

　百万円減少し、前期末より12億10百万円（11.1％）減の96億72百万円となりました。

－４－

流 動 資 産 6,213,070

当中間期末

平成23年3月31日 平成23年9月30日

た な 卸 資 産

そ の 他

2,251,801

1,711,903

3,482,682

661,107

3,255,347

4,669,589 4,582,350

2,697,390

科　　　目

905,366

340,453

前期末

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形 及 び 売 掛 金

5,090,004

1,071,450

1,212,008

109,154

資  産  合  計 9,672,354

151,547そ の 他 191,523

10,882,659

2,250,665

44,507

1,142,399

950,876

531,610

1,119,390

638,588

42,095

569,773

投 資 有 価 証 券

～連結財務諸表～

 中 間 連 結 貸 借 対 照 表 （ 要 旨 ）

(単位：千円)

3,420,864

967,843

建 物 及 び 構 築 物

土 地

そ の 他



負　　債　　の　　部

固 定 負 債

純　　資　　産　　の　　部

株 主 資 本

その他の包括利益累計額

少数株主持分

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

　負債合計は、借入金が3億円、前受金が1億3百万円増加したものの、課徴金等引当金が

　10億35百万円、退職給付引当金が2億55百万円、支払手形及び買掛金が72百万円減少

　した結果、前期末より12億1百万円（15.5％）減の65億44百万円となりました。

　純資産合計は、その他有価証券評価差額金が3百万円、少数株主持分が4百万円増加

　しましたが、利益剰余金が17百万円減少した結果、前期末より8百万円（0.3％）減の31億

　28百万円となりました。

－５－

2,793,362

387,985

1,710,000

7,745,525

2,810,431

329,347

1,710,000

834,155

純　資  産  合  計

負　債　純　資　産　合　計

97,531

3,137,134

10,882,659

229,171

9,672,354

短 期 借 入 金

1,974,718

1,776,863

自 己 株 式

そ の 他

利 益 剰 余 金

負　債　合　計

資 本 金

資 本 剰 余 金

～連結財務諸表～

 中 間 連 結 貸 借 対 照 表 （ 要 旨 ）

(単位：千円)

△ 80,139

391,234

1,182,390

1,961,609

3,128,214

101,064

233,786

1,902,104

長 期 借 入 金

退 職 給 付 引 当 金

498,370

1,438,052

447,121

360,373そ の 他

課 徴 金 等 引 当 金

435,641

当中間期末

平成23年3月31日 平成23年9月30日

前 受 金

科　　　目

4,582,530

前期末

流 動 負 債 5,361,980

支 払 手 形 及 び 買 掛 金

2,383,544

△ 80,139

851,224

2,076,863

6,544,140

329,347

139,758 243,190

1,035,000 －



～連結財務諸表～

前中間期 当中間期

平成22年4月1日から
平成22年9月30日まで

平成23年4月1日から
平成23年9月30日まで

4,713,957 5,051,882

4,026,873 4,222,504

687,084 829,377

1,006,504 980,480

△ 319,420 △ 151,102

64,663 178,521

39,525 29,505

△ 294,283 △ 2,087

2,308 4,621

6,330 3,716

△ 298,304 △ 1,182

9,667 9,764

△ 9,815 △ 734

△ 7,991 6,856

△ 290,165 △ 17,068

 (注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

　売上高は、前中間期に比べ、3億37百万円増収の50億51百万円となりました。

　利益面は、総コストの削減及び生産効率の改善等に努め、営業損失については前中間期に比べ

　1億68百万円赤字縮小の1億51百万円となりました。

　また、経常損失については課徴金等引当金戻入金額1億4百万円を営業外収益に計上したことなど

　により前中間期に比べ2億92百万円赤字縮小の2百万円となりました。

　中間純損失についても前年同四半期に比べ2億73百万円赤字縮小の17百万円となりました。

法 人 税 等 調 整 額

税金等調整前中間純損失(△)

売 上 高

－６－

営 業 損 失 ( △ )

営 業 外 収 益

経 常 損 失 ( △ )

中 間 連 結 損 益 計 算 書 （ 要 旨 ）

売 上 原 価

特 別 利 益

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

売 上 総 利 益

営 業 外 費 用

科　　　　　目

（単位：千円）

少 数 株 主 利 益

中 間 純 損 失 ( △ )

特 別 損 失

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税



～連結財務諸表～

（単位：千円）

資本金 資本剰余金 自己株式 株主資本合計

平成23年3月31日残高 1,710,000 329,347 △ 80,139 2,810,431

中間連結会計期間中の変動額

　剰余金の配当 － － － －

　中間純損失(△) － － － △ 17,068

　自己株式の取得 － － － －

　自己株式の処分 － － － －
　 株主資本以外の項目の
　 中間連結会計期間中の
　 変動額（純額）

－ － － －

中間連結会計期間中の変動額合計 － － － △ 17,068

平成23年9月30日残高 1,710,000 329,347 △ 80,139 2,793,362

平成23年3月31日残高 97,531 229,171

中間連結会計期間中の変動額

　剰余金の配当 － －

　中間純損失(△) － －

　自己株式の取得 － －

　自己株式の処分 － －
　 株主資本以外の項目の
　 中間連結会計期間中の
　 変動額（純額）

3,533 4,615

中間連結会計期間中の変動額合計 3,533 4,615

平成23年9月30日残高 101,064 233,786

（単位：百万円）

前中間期 当中間期

平成22年4月1日から
平成22年9月30日まで

平成23年4月1日から
平成23年9月30日まで

営業活動によるキャッシュフロー 87 △ 907

投資活動によるキャッシュフロー △ 2 262

財務活動によるキャッシュフロー △ 280 169

現金及び現金同等物の増加額 △ 195 △ 475

現金及び現金同等物の期首残高 1,399 1,098

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,204 623

 連結株主資本等変動計算書

（平成23年4月1日から平成23年9月30日まで）

少数株主
持　　分

その他の
包括利益
累計額

株主資本

△ 17,068

△ 17,068

－

－

－

利益剰余金

851,224

－

834,155

純資産合計

3,137,134

(注)記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

営業活動によるキャッシュフローは、売上債権の減少は
あったものの、課徴金の支払及び退職給付引当金の
減少等により、9億7百万円の支出となりました。

投資活動によるキャッシュフローは、主に定期預金の
払い戻し等により、2億62百万円の収入となりました。

－

△ 17,068

－

－

－７－

財務活動によるキャッシュフローは、主に短期借入金の
増加等により、1億69百万円の収入となりました。

(注)記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

8,148

△ 8,920

3,128,214

以上の結果により、当中間期末における現金及び現金
同等物の残高は、前期末に比べ4億75百万円（43.3％）
減少し、6億23百万円となりました。

科　　　目

 連結キャッシュフロー計算書



平成19年度
(第58期）

平成20年度
(第59期）

平成21年度
(第60期）

平成22年度
(第61期）

5,708 5,874 4,573 4,713

△ 246 △ 108 △ 394 △ 294

△ 1,506 △ 130 △ 389 △ 290

△ 44.43 △ 3.85 △ 11.48 △ 8.56

4,415 4,523 4,238 4,010

平成19年度
(第58期）

平成20年度
(第59期）

平成21年度
(第60期）

平成22年度
(第61期）

13,710 12,741 11,412 11,162

189 23 △ 163 △ 51

△ 1,090 △ 45 △ 273 △ 1,176

△ 32.18 △ 1.34 △ 8.06 △ 34.71

4,697 4,585 4,382 3,137

《中間期》

（百万円）

（百万円）

（百万円）

（百万円）

《通期》

純 資 産

当 期 純 損 失 ( △ )

売 上 高

経 常 損 失 ( △ )

連結営業成績および財産の状況の推移

区　　分

売 上 高

経 常 利 益 ( △ ： 損 失 )

△ 2

3,128

5,051

（百万円）

1株当たりの中間純損失(△)(円)

中 間 純 損 失 ( △ )

（百万円）

区　　分

（百万円）

平成23年度
(第62期）

△ 17

△ 0.50

－８－

純 資 産 （百万円）

1株当たりの当期純損失(△)(円)



連結子会社（１社）

　　・中鋼運輸株式会社

非連結子会社（５社）

　　・高圧プラント検査株式会社

　　・有限会社エヌシーケー

　　・三慶商事有限会社

　　・第一興産有限会社

　　・豊栄プレス有限会社

＊＊＊グループ会社＊＊＊

《売上高の推移（連結）》

－９－

5,708

13,710

5,874

12,741

4,573

11,412

4,713

11,162

5,051

0

3,500

7,000

10,500

14,000

第58期 第59期 第60期 第61期 (中間)第62期

（単位：百万円）

中間期

通　期



株式の概況（平成23年9月30日現在）

①発行可能株式総数 株

②発行済株式の総数 株

(2)　株主数 名

(3)　大株主

千株 11.80 ％

3.21

2.89

2.61

2.05

(4)　株式分布状況

①　地域別状況

株 71 名 0.46 ％

株 103 名 0.71 ％

株 1,710 名 55.23 ％

株 824 名 8.03 ％

株 1,109 名 14.42 ％

株 999 名 13.99 ％

株 175 名 1.96 ％

株 312 名 4.06 ％

株 23 名 1.14 ％

②　所有者別状況

株式分布比率

4,036

80,000,000

158,650

日本ﾏｽﾀｰﾄﾗｽﾄ信託銀行株式会社(信託口)

日 新 製 鋼 株 式 会 社

株 式 会 社 宮 入 バ ル ブ 製 作 所

日 本 証 券 金 融 株 式 会 社

990

(1)　株式の総数

出資比率株　　　主　　　名 持 株 数

34,200,000

5,326

893

株 式 会 社 広 島 銀 行 1,100

18,888,319

地域名

北海道

東　北

2,744,888

4,932,028

702

株主数株式数

242,302

4,784,721

669,894

1,388,795

390,403

関　東

中　部

近　畿

中　国

－１０－

四　国

九　州

外　国

その他の国内法人

6,873,514株 
20.10%

金融商品取引業者

928,792株
2.72%

金融機関
6,974,998株

20.39%

外国人･外国法人
385,403株
 1.13%

個人・その他
19,037,293株 

55.66%



会社の概要（平成23年9月30日現在）

℡ 0823-72-1212

℡ 0823-72-1215

℡ 0823-72-1617

℡ 0823-72-1615

℡ 03-3256-4411

℡ 03-3256-4411

℡ 022-223-7181

℡ 052-962-1861

℡ 06-6633-4801

℡ 082-247-0200

℡ 092-751-4528

℡ 011-231-7221

℡ 076-425-0410

℡ 087-833-6095

℡ 099-254-5872

℡ 0155-28-5042

鹿児島県鹿児島市鴨池新町5-6

高 松 営 業 所

鹿 児 島 営 業 所

仙 台 支 店 宮城県仙台市青葉区本町2-10-28

名 古 屋 支 店 愛知県名古屋市中区錦3-2-1

広 島 支 店 広島県広島市中区小町2-26

北海道帯広市東七条南14-1-13

福 岡 支 店 福岡県福岡市中央区天神2-8-49

札 幌 営 業 所 北海道札幌市中央区北二条西2-34

富 山 営 業 所 富山県富山市五番町4-10

香川県高松市中新町2-9

広島県呉市広名田1-5-5

東京都千代田区神田東松下町27

施 設 機 器 部

東 京 支 社

営 業 推 進 部

東京都千代田区神田東松下町27

帯 広 出 張 所

大 阪 支 店 大阪府大阪市中央区日本橋1-17-17

鉄 構 輸 送 機 部

広島県呉市広名田1-3-1

広島県呉市広名田1-3-1

広島県呉市広名田1-5-5

17億1,000万円

327名

本 社 事 務 所

高 圧 機 器 工 場

－１１－

《事業所》

設 立

資 本 金

従 業 員 数

昭和25年10月4日



役　員（平成23年9月30日現在）

野 村 實 也

原 田 宏 昭

五 十 嵐 清 則

肥 後 裕 一

渡 邉 義 博

細 川 光 一

児 玉 康 雄

保 岡 義 昭

山 田 秀 昭

佐 竹 規 道

旭 爪 勝

古 居 正 武

－１２－

監 査 役

代 表 取 締 役 社 長

常 務 取 締 役

常 務 取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

監 査 役

監 査 役

取 締 役

取 締 役

常 勤 監 査 役



４月１日～翌年３月３１日

毎年６月

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　大阪証券代行部

〒５４１－００４４　大阪市中央区伏見町三丁目６番３号

℡ ０１２０－０９４－７７７（通話料無料）

東京証券取引所（一部）

電子公告

公告掲載URL　http://www.ckk-chugoku.co.jp/koukoku/

（ただし、電子公告によることが出来ない事故、その他のやむを得ない事由が

生じたときは、広島市において発行する中国新聞に公告いたします。）

（ご注意）

１．

２．

３．

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

３月３１日

定 時 株 主 総 会

なお、三菱ＵＦＪ信託銀行全国本支店にてもお取次ぎいたします。

未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行全国本支店でお支払いいたします。

株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座

管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せ

ください。株主名簿管理人（三菱ＵＦＪ信託銀行）ではお取扱いできませんのでご注意下さい。

特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行が口座管理

株 主 メ モ

株 主 名 簿 管 理 人

特別口座の口座管理機関

機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱ＵＦＪ信託銀行）にお問合せ下さい。

公 告 の 方 法

事 業 年 度

期 末 配 当 金 受 領 株 主

同 連 絡 先

上 場 証 券 取 引 所

確 定 日
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